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本
書
は
、
前
回
の
『
春
日
部
市
の
神
社
』
に
続
い
て
、
民
俗
信
仰
伝
承
の
一
つ
で
あ

る
。
祖
先
崇
拝
の
基
本
と
考
え
る
各
家
の
菩
提
寺
を
ま
と
め
『
春
日
部
の
寺
院
』
と
し

て
、
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。 

内
容
に
つ
い
て
は
、
故
老
の
語
り
伝
え
や
、『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
・
『
武
蔵
国
郡
村

誌
』
・
各
寺
の
ご
協
力
に
よ
っ
て
、
筆
者
【
須
賀
】
が
長
い
間
市
役
所
に
勤
務
し
て
い
た

時
代
に
趣
味
と
し
て
調
査
し
た
事
項
を
ま
と
め
て
、
自
分
な
り
に
編
集
し
た
も
の
で
、

知
識
不
足
か
ら
、
ま
だ
足
り
な
い
所
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
参
考
に
し
て
頂
き
た
い
。

【
詳
し
い
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
寺
院
に
参
詣
の
際
、
住
職
に
、
尋
ね
ら
れ
た
い
。
】 

ま
た
、
拙
著
の
『
か
す
か
べ
歴
史
余
話
』【
春
日
部
市
広
報
…
昭
和
五
十
二
年
～
五
十
六

年
に
所
載
】
・
『
か
す
か
べ
の
あ
ゆ
み
』
・
『
ふ
る
さ
と
か
す
か
べ
の
ル
ー
ツ
を
も
と
め



て
』
・
『
御
名
代
春
日
部
調
査
資
料
』
・
『
幻
の
馬
車
鉄
道
』
・
『
郷
土
史
か
る
た
』
・
『
春
日

部
市
の
神
社
』
が
、
各
小
・
中
学
校
と
市
立
図
書
館
に
収
納
さ
れ
て
い
る
の
で
共
に
参

考
に
さ
れ
た
い
。 

調
査
の
中
で
、
寺
の
詳
し
い
歴
史
が
不
明
な
の
は
、
明
治
初
期
ま
で
は
、
住
職
等
は
、

肉
食
・
妻
帯
・
長
髪
等
を
禁
止
さ
れ
て
い
た
の
で
、
歴
代
の
和
尚
の
中
に
は
功
績
に
よ

っ
て
、
寺
の
住
職
の
移
動
を
本
山
か
ら
命
令
さ
れ
て
い
た
の
で
、『
古
文
書
』
等
も
余
り

存
在
し
て
い
な
い
こ
と
と
、
各
寺
の
栄
枯
盛
衰
等
に
よ
る
事
由
や
火
災
に
よ
る
焼
失
等

に
も
大
い
に
関
係
し
て
い
る
。 

 

『
太
政
官
布
告
』
明
治
五
年
の
文
面 

自
今
僧
侶
肉
食
妻
帯
蓄
髪
等
可
勝
手
之
事
云
々
と
、
布
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ

り
寺
の
住
職
は
世
襲
と
な
り
、
現
在
に
い
た
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
事
情
に
よ
っ
て
、

昔
の
寺
歴
の
不
詳
の
理
由
が
理
解
で
き
る
。 



 

平
成
八
年
十
月 
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